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�������������
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�
�
� ス

ポ
ー
ツ
課
・
体
育
協
会
事

務
局
（
〒
１９４
―
０
０
４
５
、

南
成
瀬
５
―
１２
、
�
７
２
４

・
３
４
４
０
）

２０００．８．１１（６）

あ
な
た
に
こ
こ
ろ
の
病
に
対
す

る
偏
見
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

最
近
、
全
国
的
に
こ
こ
ろ
の
病

を
抱
え
る
人
が
増
え
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
病
気
は
こ

こ
ろ
の
風
邪
の
よ
う
な
も
の
で
す

が
、
だ
れ
に
で
も
起
こ
る
可
能
性

の
あ
る
病
気
で
、
放
っ
て
お
け
ば

重
い
病
気
に
つ
な
が
り
ま
す
。
で

も
す
ぐ
に
手
当
て
を
す
れ
ば
軽
い

処
置
で
済
む
こ
と
も
多
い
の
で

す
。「
予
防
の
た
め
」「
か
か
り
は

じ
め
に
」「
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
」

何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
が
分
か
っ

て
い
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
従
来

こ
こ
ろ
の
病
は
家
族
や
病
院
、
保

健
所
な
ど
に
だ
け
ま
か
さ
れ
て
い

て
、
私
た
ち
は
日
常
生
活
の
中
で

こ
の
病
気
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
が
１
９
９
８
年
に
策
定
し
た

障
害
者
福
祉
計
画
の
中
で
、
障
害

者
の
問
題
を
障
害
者
だ
け
で
は
な

く
、
全
て
の
人
の
こ
と
と
し
て
と

ら
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て

「
理
解
と
交
流
の
促
進
」
と
い
う

目
標
を
掲
げ
、
障
害
当
事
者
団
体

の
参
加
の
も
と
で
理
解
、
啓
発
活

動
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

�
こ
こ
ろ
の
健
康
啓
発
事
業
�

も
そ
の
一
つ
と
し
て
、’９８
年
に「
精

神
障
害
者
福
祉
元
年
」
を
記
念
し

て
開
催
し
て
以
来
、
毎
年
開
催
し

て
い
る
も
の
で
、
こ
こ
ろ
の
問
題

に
関
心
が
あ
る
方
の
交
流
の
場
で

す
。当

日
は
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
・

茅
俊
子
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
ほ

か
、
絵
画
教
室
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
発

表
、
施
設
の
Ｐ
Ｒ
（
ロ
ビ
ー
）
な

ど
を
行
い
ま
す
。
車
い
す
の
方
も

入
場
で
き
ま
す
。

○
日
時

９
月
８
日
（
金
）
午
後

５
時
３０
分
開
場

○
会
場

市
民
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
費
用

１
５
０
０
円
（
全
席
自

由
）

○
申
し
込
み

電
話
で
こ
こ
ろ
の

健
康
啓
発
事
業
事
務
局
（
�
７
３

６
・
８
４
２
１
）
へ
。

※
託
児
あ
り
。
詳
細
は
申
し
込
み

の
際
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

�
障
害
福
祉
課
�
７
２
４
・
２
１

３
６自

由
民
権
資
料
館
が
１
９
９
７

年
か
ら
お
こ
な
っ
て
い
る
企
画
展

示
「
戦
争
展
」
シ
リ
ー
ズ
の
第
３

弾
。今

回
は
徴
兵
に
よ
っ
て
兵
役
に

参
加
し
た
人
び
と
が
、
平
時
あ
る

い
は
戦
場
の
軍
隊
で
何
を
経
験
し

た
の
か
な
ど
「
軍
隊
へ
の
ま
な
ざ

し
」
に
注
目
し
な
が
ら
、
近
代
徴

兵
制
度
の
発
足
か
ら
日
清
・
日
露

戦
争
ま
で
の
時
期
を
見
つ
め
直
し

ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。
直
接
会
場

へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
期
間

９
月
３
日
（
日
）
ま
で

○
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
３０
分
ま
で
）

○
会
場

自
由
民
権
資
料
館

○
交
通

小
田
急
線
町
田
駅
北
口

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ビ
ル
先
２１
番
乗
り
場
か
ら

野
津
田
車
庫
行
き
、
ま
た
は
本
町

田
経
由
鶴
川
駅
行
き
で
「
袋
橋
」

下
車
▽
小
田
急
線
鶴
川
駅
０
番
乗

り
場
か
ら
野
津
田
車
庫
行
き
、
ま

た
は
本
町
田
経
由
町
田
行
き
で

「
綾
部
入
口
」
下
車

�
自
由
民
権
資
料
館
�
７
３
４
・

４
５
０
８

ス
ポ
ー
ツ
教
室

会
場
は
い
ず
れ
も
総
合
体
育
館

で
す
。

申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
往
復

ハ
ガ
キ
（
１
人
１
枚
）
に
教
室
名

・
コ
ー
ス
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
生
年
月
日
・
性
別
・
電

話
番
号
を
明
記
し
て
、
８
月
１８
日

ま
で
（
消
印
有
効
）
に
ス
ポ
ー
ツ

課
へ
。

※
各
教
室
と
も
定
員
を
超
え
た
場

合
は
、
初
参
加
者
優
先
の
上
抽
選

と
な
り
ま
す
。

※
親
子
体
操
教
室
の
氏
名
は
親
子

と
も
記
入
し
て
下
さ
い
。

【
親
子
体
操
教
室
】

○
対
象

市
内
在
住
の
教
室
初
日

に
２
歳
６
か
月
〜
４
歳
未
満
の
幼

児
と
そ
の
保
護
者

○
期
間

水
曜
コ
ー
ス
…
９
月
２０

日
〜
１１
月
２９
日
（
１１
月
１
日
は
除

く
。
全
１０
回
）
▽
金
曜
コ
ー
ス
…

９
月
２２
日
〜
１２
月
１
日
（
１１
月
３

日
は
除
く
。
全
１０
回
）

○
時
間

午
前
１０
時
〜
１１
時

○
定
員

各
コ
ー
ス
３０
組

○
費
用

１
６
０
０
円

【
ち
び
っ
子
体
操
教
室
】

○
対
象

市
内
在
住
の
教
室
初
日

に
４
〜
６
歳
の
未
就
学
児

○
期
間

水
曜
コ
ー
ス
…
９
月
２０

日
〜
１１
月
２９
日
（
１１
月
１
日
は
除

く
。
全
１０
回
）
▽
金
曜
コ
ー
ス
…

９
月
２２
日
〜
１２
月
１
日
（
１１
月
３

日
は
除
く
。
全
１０
回
）

○
時
間

午
後
３
時
１５
分
〜
４
時

１５
分

○
定
員

各
コ
ー
ス
３０
人

○
費
用

５
０
０
円

イ

ン

ド

ア

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

○
資
格

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
１６
歳
以
上
の
方

○
日
時

８
月
２６
日
（
土
）
正
午

〜
午
後
６
時

○
会
場

総
合
体
育
館

○
種
目

１８
メ
ー
ト
ル
・
３０
射
、

３０
メ
ー
ト
ル
・
３６
射
、
各
２
ラ
ウ

ン
ド

○
部
別

Ｓ
Ｂ
、
Ｂ
Ｂ
、
Ｒ
Ｃ
、

Ｃ
Ｐ
の
各
男
女

○
費
用

５
０
０
円（
当
日
徴
収
）

○
申
し
込
み

当
日
会
場
へ
。

�
体
育
協
会
事
務
局

日
露
戦
争
に
関
わ
る
勲
章
・
記
章

（
南
成
瀬

中
里
家
）

○
対
象

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
毎
回
出
席
で
き
る
方

○
申
し
込
み

所
定
の
申
込
用
紙

（
往
復
ハ
ガ
キ
、
募
集
案
内
と
と

も
に
配
布
し
て
い
ま
す
）
ま
た
は

官
製
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
希
望
す
る

講
座
名
を
書
き
、
住
所
・
氏
名（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
・
性
別
・
職
業

・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
８
月
３１

日
ま
で
（
必
着
）
に
ま
ち
だ
市
民

大
学
推
進
室（
〒
１９４
―
０
０
２
２
、

森
野
２
―
２１
―
２８
、
町
田
四
小

内
、
�
７
２
９
・
１
１
９
５
）

へ
。

※
各
講
座
と
も
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
１
人
１
通
１
講
座

と
し
ま
す
。

※
講
座
の
詳
し
い
内
容
が
書
か
れ

た
「
募
集
案
内
」
は
、
市
役
所
そ

の
他
、
市
の
施
設
で
配
布
し
て
い

ま
す
の
で
、
よ
く
内
容
を
確
認
の

う
え
、
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

自由民権資料館
第３回戦争展

「軍隊へのまなざし
～明治の徴兵と周辺文化～」

こころの健康啓発事業
とば

	心を空に翔そう	

茅俊子コンサート
	元気の出るシャンソン歌手	

まちだ市民大学ＨＡＴＳ２０００年度後期募集講座一覧
定員・参加費

４０人
１，０００円

６０人
１，０００円

６０人
１，０００円

６０人
１，０００円

５０人
１，０００円

２０人
１２，０００円

同上

６０人
１，０００円

会 場

室内
まちだ市民大学

第１教室
野外
それぞれの活動場所

総合体育館
まちだ市民大学

第１教室

まちだ市民大学
第１教室

（例外あり）

講義
まちだ市民大学

第１教室
現地講座
市内現地

まちだ市民大学
第１教室

（例外あり）

まちだ市民大学
陶芸スタジオ

（下小山田町４０１６）

同上

まちだ市民大学
第１教室

期間・回数

９月～１月
１２回以上

９月～１２月
１０回

９月～１２月
１２回

９月～１２月
９回

９月～１２月
１０回

１０月～１月
１２回

１０月～２月
１０回

９月～１２月
１１回

曜日・時間帯

土・日曜日
午前９時３０分～正午
（例外あり）
土曜日
室内講義
午後６時～８時

土曜日
午前９時３０分～１１時３０分
（例外あり）

木曜日
午後７時～９時
（例外あり）

講義
金曜日
午後６時３０分～８時３０分
現地講座
日曜日
午前９時～正午

土曜日
午後２時～４時
（例外あり）

水曜日
（後半木曜日）
午後１時３０分～
（２時間半程度）

土曜日
午後１時３０分～
（２時間程度）

火曜日
午後７時～９時

講 座 の ね ら い

地域におけるリサイクルや、環境改善
への取り組みを実際に体験することによ
って、環境保全活動の主役が、私たち市
民であることを学びます。

健康な身体づくりのために基本的な知
識や技法を学び、レクリエーションスポ
ーツを通して受講生どうし交流をはかり
ます。運動が不得意でも楽しめる、元気
が出る講座です。

中国の教育、文化、社会の実状や課題
を生活者の目からとらえ、市民レベルで
の文化交流のあり方を考えていきます。
講師とのコミュニケーションや様々な体
験を重ね、「生きた学習」を行います。

毎年テーマを設定し、町田の歴史をよ
り深く学ぶための講座です。
交通の要衝であった町田の「道」と町
田を舞台に活躍した文人たちを追いなが
ら、人と文化の交流について考えます。
市民意識を高め、郷土愛を深めていた
だくことがねらいです。

住民自身の手でよりよい住環境をつく
っていくにはどうしたらよいか。町田の
都市形成の経過と現状を踏まえ、いろい
ろな仕組みや制度、事例などから課題を
見つけだし、学習していきます。

陶芸制作に若干の経験のある方を対象
として、手びねりを中心に、芸術的なも
のや、やや大型のものにチャレンジし、
入門講座にない魅力の創出をねらいとし
ています。

陶芸制作に若干の経験のある方を対象
として、電動ロクロの初歩的な創作活動
を粘土を練ることから始め、成形、削り、
釉薬掛けから窯出しまでの陶芸工程を一
貫して学習します。

今日、科学や医療技術が高度に発達し、
人間の生命観それ自体がゆらいでいま
す。この講座では、医療の発達がもたら
す問題と現代の生老病死を、人権と生命
倫理の視点から問い「死生観」について
学びます。

講 座 名

町田の環境・
参加体験講座

心と体の元気学

まちだ市民国際学
「知ろう・感じよう中国
の人々のくらしと社会」

町田の郷土史Ⅱ
「街道と文人たち」

みんなのまちづくり学
「住環境―まち並みを

つくるには」

陶芸中級講座

電動ロクロ入門講座

人間科学
「現代の生老病死を解く」

ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
受
講
生
募
集


